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豊田 PCB 廃棄物処理事業におけるトラブル事例について 

 
 

１ JESCO 保管中の PCB 廃棄物からのトラブル事例について 

   収集運搬事業者により運搬された PCB 廃棄物は、受入検査完了後、処理が開始される

まで JESCO 内で保管されることになります。 

受入検査後に PCB 廃棄物から漏れ、にじみ等が発見されたトラブル事例が今年度、12

件発生しております。トラブル発生状況については、2 ページ表 1 のとおりです。 

いずれもオンラインモニタリングの値に影響はなく、外部への流出はありません。 

なお、立体倉庫内の排気についても、活性炭処理後、屋外へ排気されております。 

資料２ 

立体倉庫の写真 
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表１ JESCO 内での保管中 PCB 廃棄物からの漏洩トラブル発生状況 

（JESCO 受入検査後に漏洩が発見されたもの） 

 日 付 内      容 補修状況

① 17 月 4 日 

・ 受入検査室内で積み替える予定で、保管中の立体倉庫から検査室に

移送した際、補修コンデンサの缶底から漏洩しているのを発見し

た。保管トレイ内の漏洩コンデンサは 2 台、他ににじみのあったも

の 2 台。 

補修品 

② 17 月 6 日 

・ 投入前準備のため立体倉庫から保管トレイ（1057）を搬出した際、

トレイ内の5台のコンデンサの内1台の底部から漏洩しているのを

発見した。 

不明 

③ 17 月 6 日 
・ 投入前準備のため立体倉庫から保管トレイ（1039）を搬出した際、

トレイ内の 2 台のコンデンサともににじみがあるのを発見した。 
不明 

④ 17月14日 

・ 受入検査室で前日（7/13）に搬入されたコンデンサの採寸登録時に、

オイルパン上に底部全面が補修されたコンデンサ 1 台から漏れた

と思われる油滴を発見した。 

補修品 

⑤ 17月29日 
・ 受入検査室内でのコンデンサ積み替え作業中に、補修コンデンサの

底部ににじみを発見した。 
補修品 

⑥ 18月18日 
・ 受入検査室内での積み替え作業中に、保管トレイ内に底部が補修さ

れたコンデンサから漏れたと思われる液溜まりを発見した。 
補修品 

⑦ 19 月 7 日 
・ 受入検査室内での積み替え作業中に、トレイ底部にコンデンサの底

部からの漏洩と思われるにじみを発見した。 
不明 

⑧ 11月 29日 
・ 受入検査室内での積み替え作業中に、コンデンサからの漏洩と思わ

れるにじみを発見した。 
不明 

⑨ 12月20日 
・ 受入検査室内での積み替え作業中に、トレイ底部にコンデンサの底

部からの漏洩と思われるにじみを発見した。 
不明 

⑩ 1月 25日 
・ 受入検査室にて連結コンデンサセットの解体中にコンデンサ 1 台

より微量のにじみを発見した。 
不明 

⑪ 1月 25日 
・ 受入検査室でコンデンサ受入検査後、トレイに集約する際に 1 台脚

部からの漏洩を発見した。 
非補修品

⑫ 2 月 1 日 
・ 立体倉庫内の保管コンデンサの漏洩確認中、保管トレイ内でコンデ

ンサ缶体底部の補修部分から微小の漏洩を発見した。 
補修品 
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２ 収集運搬中に発生したトラブルについて 

（１）トラブル発生状況等 

今年度、収集運搬事業者が収集運搬時に、PCB 油が漏れ防止型金属容器内のインナー

トレイ内へ漏洩、又はにじみが発生するといったトラブルが 8 件発生しました。いずれ

もトレイ内部に留まり、外部への流出はしておりません。 

JESCO 受入検査時に発見された収集運搬関係のトラブル一覧は、表 2 のとおりです。 

市では、トラブルを起こした収集運搬事業者から、対象物の補修状況、運搬前確認状

況や運搬時の状況について報告を受けました。 

漏洩との因果関係は不明ですが、補修後十分な養生期間が取られず運搬された事例が 1

件確認されました。10 月 12 日には JESCO 豊田事業所で開催された、「補修事例説明会」

において、ガイドラインを遵守するよう JESCO より説明がありました。 

その他の事例については、補修から運搬に至るまで、特に問題があったと考えられる

ような事実は確認できませんでした。 

 

表２ 収集運搬関係のトラブル一覧（JESCO 受入検査時にトラブル発見） 

 日 付 内      容 補修状況 搬入業者 

① 16 月 7 日 
・ 受入検査室で搬入されたコンデンサを検査した

ところ、底部ににじみが見られた。 
補修品 ㈱エコ・ポリス

② 16月22日 
・ 受入検査室で搬入されたコンデンサ 17 台を検

査したところ、１台の底部に漏れを発見した。
非補修品 

鈴与自動車運

送㈱ 

③ 16月27日 

・ 受入抜油室で搬入された補修コンデンサを点検

中に缶底が 30 cm×40 cm 程濡れているのを発

見した。 

補修品 
サンワリュー

ツー㈱ 

④ 17月13日 

・ 受入検査室で搬入された補修コンデンサ 2 台を

検査したところ、底部からインナーコンテナ内

への漏洩を発見した。 

補修品 
サンワリュー

ツー㈱ 

⑤ 18 月 3 日 

・ 受入検査室で搬入されたコンデンサ 22 台を検

査したところ、１台の碍子から PCB がにじみ出

ているのを発見した。 

補修品 日本通運㈱ 

⑥ 18月 11日 
・ 受入検査室で搬入された小型トランスの検査を

したところ、碍子部分ににじみを発見した。 
補修品 

サンワリュー

ツー㈱ 

⑦ 19月14日 

・ 受入検査室で搬入された補修コンデンサ 3 台を

検査したところ、3 台中 1 台に数滴のにじみが

見られた。 

補修品 ㈱豊福組運輸 

⑧ 11月 16日 
・ 受入検査室で搬入されたコンデンサを検査した

ところ、脚部ににじみがみられた。 
非補修品 山九㈱ 
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（２）トラブル発生原因の考察 

収集運搬事業者及び JESCO からトラブルについての報告や聞き取りを進めた結果、漏

洩原因として考えられることを以下にまとめました。 

① 夏期にトラブル事例が多いことから、夏期、保管事業者での保管時に比べ、運搬時は運搬

容器内が高温となり、コンデンサ内部の圧力が高まることで漏洩が発生した。 

② 漏洩箇所を補修したことにより、漏洩にまでは至っていなかった別の弱った部位に圧力が

かかることで漏洩が発生した。 

③ 対象物の老朽化により、健常品では漏洩しない程度の運搬時の揺れでも漏洩が発生してし

まった。 

 

 

受入検査の様子 
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【一部推定含む】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、何故ここにきて収集運搬中の漏洩トラブルが多くなったのか、これを考察してみました。
参考資料○をご覧ください。こちらは、JESCO登録ベースでにじみや漏れなどの状況がどうであったかを、搬入年度別にまとめた表です。
本来であれば、実際ににじみ等の漏洩トラブルが起きた機器が元々どういうものだったのかまで辿れれば良かったのですが、そういった情報がなかったため、JESCO登録ベースで集計したものです。
あくまで登録ベースですので、保管事業者が自ら判断したものになっており、漏れなしで登録してあったものが実際にはにじんでいたり、逆に漏れありで登録してあったものが健常品であったりすることがありますので、ご容赦ください。
登録ベースで見ても年々にじみや漏れの割合が多くなっているのが分かります。
資料２のスライド番号1に戻っていただきまして、先ほどの参考資料○の表をグラフにしたものです。
漏洩品の割合を見てみると、やはり右肩上がりになっており、平成22年度から倍以上になっています。
特に、何故今年度漏洩トラブルが増えたのか、という理由として考えられるのが、黄色い四角で囲んでありますが、漏れやコンデンサが破裂しているなどの、比較的状態の悪いものの割合が増えていることが考えられます。
JESCOからの情報ですと、漏れなしと登録のあったものでも、平成22年度に、約80台が漏れにじみあり、平成23年度に約50台が漏れありで実際は搬入されているということなので、このグラフはもっと右上がりになっていたと推察されます。
ただ、私どもとしては、漏洩しているものもガイドラインに従った補修ができるのであれば、とにかく速やかに補修をして一般環境と遮断し、万一漏洩トラブルが起きても外部には漏れない収集運搬業者さんの漏れ防止型金属密閉容器で運搬し、活性炭で排気処理できるJESCOの中に入れて、速やかに処理するというのが、最も環境に良いことと考えています。
もっとも、キチンと事前確認され、確実な補修されているか、運搬中も確実に固縛されているか、そして、安全運転されているか、等収運業者さんが守っていただかなくてはいけないことは、当然守っていただいていることが前提ですし、こうしたトラブルが少ないに越したことはありませんが、このような運搬中やJESCO内での保管中の漏洩トラブルはある意味、容認しなければならないものと考えております。
次のスライドをご覧ください。
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※ 製造年が不明なものを除く

【一部現実を反映】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのスライドもJESCOの登録ベースになりますが、これまで搬入したコンデンサの製造年と漏洩状況を表したものになります。
青実線三角の点が台数で、赤破線ひし形の点が、割合になります。特に赤破線の割合の方をごらんください。
40年以上前、古いものでは約70年前に製造されたものもありますが、古いものほど漏洩割合が高い傾向にあるわけではなく、2～6％でバラついています。
これを踏まえますと、中には使用中に短絡して漏れてしまったものもあるでしょうが、やはり、40年以上の長い期間、室内の容器の中で適切に保管されていたのか、変電所の片隅で雨ざらしにされていたのか等、どんな保管状況にあったのか、で差が出てきているのであろうと考えられます。
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PCB廃棄物保管状況実例

◎金属容器に入れて保管 ×漏れのあるコンデンサを受皿

×水没していたコンデンサ ××野ざらしだったコンデンサ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、豊田市内における保管状況の実例です。
左上の写真は、完璧と言える保管状態の例です。鍵付き保管場所には表示があり、内部に金属容器に入れて保管してあります。
次の写真からは悪い事例となります。
右上の写真は、少し分かりにくいかもしれませんが、缶底から漏れてしまっているものを受け皿で保管してあったものです。
下2つの写真は、既に廃業している事業者の保管状況です。
左下は、旧旭地区の廃工場の変電設備にあったもので、排水口が落ち葉等のゴミで詰まっていたため、雨水が溜まってしまい、コンデンサが10cmほど水没していました。（当該コンデンサについては、次の所有者によって処理されています。）
右下は、旧稲武地区の廃牧場で、市が確認に行ったときには野ざらしになっていました。元事業主に指導をし、現在は、屋内に保管されています。
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処理前の漏洩トラブルを減らすために

保管事業者

• 特別管理産業廃棄物
 保管基準の遵守

 • 日常点検

• 早期の処理
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• 特別管理産業廃棄物
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収集運搬事業者

• 確実な事前確認

• 確実な補修

• 確実な積込み、固縛

• 随所での点検

• 安全運転
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広域協議会にも働きかけながら実施していく

→ PCBを早く安全に処理する
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→ PCBを早く安全に処理する
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